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学びのプラットフォームをめざして
龍谷大学図書館長  安藤　徹

　　龍谷大学が2003年度より開催している「青春俳句大賞」には、毎年多くの秀句が投じられ
ています。第9回からは新たに文学部部門が設けられましたが、その2012年度の募集テーマは「図

書館」でした。入賞作品をいくつか紹介してみましょう。
 　「図書館の本のプールで遊泳す」（名越俊太朗さん）― “本のプール” とは言い得て妙です。図書館には膨大な本が
ストックされています。とくに大学図書館は教育・研究に必要な学術文献情報の一大宝庫であり、その広がりと深さはむ
しろ “海” に譬えるべきかもしれません。そこをいかに悠 と々、あるいは心地よく遊泳してみせるか。むろん、「溺れたくな
ければ泳げ」などとは言いません。ガイダンスやレファレンスなどを通じて泳ぎ方を身につけられるように、図書館がしっ
かりとサポートしますから、安心してぶらりと泳ぎに来てください。
　図書館という海は、泳ぎだけでなく釣りも楽しめます。「本の海文字を釣ってる夏休み」（林楓さん）―本という海から、
そして本たちの海から何を釣り上げるかは道具と腕次第でしょうか。しかし、きっと運も大切です。書架に入り、目的の文
献のすぐ横に並んでいた本がたまたま目にとまり、なにげなく手に取って広げてみると、そこには……そんな幸運と偶然出
会う力（セレンディピティ）を存分に養い、発揮できるはずの場所が大学図書館なのだと思います。「夏休み明日の自分を
本に問う」（淺田浩さん）―井上真琴『図書館に訊け！』（ちくま新書、2004年）が言うとおり、大学図書館の枕詞は「調
べ、書く」ですが、そうした学術調査研究に勤しみながら、さらには “明日の自分” を問いかけてみること、そしてそれに（答
えはすぐにくれないかもしれないけれども）応えてくれそうな本や情報、あるいは仲間と見事に出会い、“知縁” を結んでみ
せることもまた、図書館の醍醐味にちがいありません。
 　「聖堂めく図書館見上げ入学す」（大島愛美さん）―私の希望、それは皆さんにとって入学当初は聳え立つ威風堂々
たる “聖堂” に見えた龍谷大学図書館が、大学生活を送るうえでの “プラットフォーム”（ふらっとホーム？）として身近に
感じ、大いに利用してもらえるようになることです。皆さんが大学での学びを深めていく際の居場所として、そしてそれぞ
れの未来を切り拓いていく現場として大学図書館はありたい、と切に願っています。そのための仕組みと仕掛けをいかに作
り上げ、皆さんを促し迎え入れていくかが、私ども図書館運営に携わる者に課せられた使命です。
　なお、「青春俳句大賞」の入賞作品は本学のホームページでも公表していますので、他の作品もぜひ翫味してみてくだ
さい。

2015 年 4月、
深草キャンパスに
新図書館が誕生します！

（完成イメージ）



『中野重治評論集』

中野重治［著］  林  淑美［編］  平凡社 1996年
　読みたい本は、昼飯を抜いてでも購入する、
というのが私の流儀。かなり以前に出版され
た『中野重治評論集』だが、今でも購入はで
きる。「風習の考え方」、「控え帳　一」と続
くシゲハルの評論は、いつだって私を刺し、
次の一歩について考えさせる。ページを、少
し背伸びしてパラバラとめくれば、いつまで
も無邪気なままで居られなくなるだろう。
　いつぞや福井の丸岡城 (坂井市 )の近くに
あるシゲハルの記念文庫を訪れたことがあっ
た。市の図書館に併設されており、蔵書が並
んでいるだけだが、部屋に充満する気配に圧
倒された。隅っこの方に、シゲハルが出獄し
たときに魯迅が贈ったケーテ・コルビッツの
版画集が置いてあった。文庫を出て、大宮で
国史概説を受講した小葉田淳先生の記念文庫
もあることに気づき、大変驚いた記憶がある。
　この評論集は、寺町御池をすこし上がった
三月書房で手にしたように思う。本と本屋が
結びつく、京都はそんなところだ。

『武器としての決断思考』
瀧本哲史［著］　星海社［出版］

講談社［発売］　2011年
　2008年のリーマンショック、2011年の東
日本大震災等の影響により、私たちを取り巻
く社会・経済は、激動の時代に突入していま
す。今や、誰も将来のことを明確に予測する
ことができない状況です。裏返せば、「みん
なと同じ」、「これまでのやり方」は、まった
く通用しなくなっているということです。
　本書は、著者が京都大学で教えている「意
思決定論」の内容を一冊に凝縮したものです。
過去のやり方が通用しない、答えのない問題
に直面した時に、いかに思考し、意思決定し
ていくか、その方法を情熱的かつ具体的に説
明しています。大学での学びの意味を改めて
考え直すきっかけとしてうってつけの本で
す。お薦めします。また、本書は、「次世代
による次世代のための武器としての教養」と
いうキャッチコピーのもと創刊された星海社
新書シリーズの第一弾でもあります。本シリ
ーズは、どれも興味深く、何より熱いです。
できれば、他もチェックしてみてください。

『 文明を変えた植物たち：
コロンブスが遺した種子』
酒井伸雄［著］　NHK出版　2011年

　1492年、スペイン王室の援助を受けた航
海者、コロンブスがアメリカ大陸に到達しま
した。この出来事は、世界史の中でとても重
要な変化の始まりを意味したといえるでしょ
う。なぜなら、これ以降、ジャガイモ、トウ
モロコシ、カカオ、トウガラシ、タバコ、ゴ
ムといったアメリカ大陸産の多くの植物がヨ
ーロッパに送られるようになり、後にヨーロ
ッパのみならず、世界においても日常生活に
不可欠なものとなったからです。アメリカ大
陸は、日本からは地理的に非常に「離れた」
地域ですが、本書を読むと、世界の国々はそ
のような地理的な距離を越えたところで密接
につながっていることがよく分かります。今
日アメリカ大陸のブラジルでも、反対側のア
ジアの日本でも同じものが食べられ、使われ
ています。学生の皆さんには、本書を読むこ
とはもちろんですが、できる限り多くの国々
に足を運んで、世界の「広さ」と同時に「近
さ」を是非自分の目で確かめてほしいと思い
ます。

『 遊牧民から見た世界史：
民族も国境もこえて』
杉山正明［著］　日本経済新聞社　1997年
　遊牧帝国の歴史は、支那や欧州といった「敵
国」によって綴られ、悪意と無理解によって
歪められて来た。高度な技術を持った匈奴帝
国は野蛮人のように描かれ、東西世界を陸海
の交易路で結んだ大モンゴル帝国は「文明の
破壊者」と誹謗されて来た。漢語やラテン語
という言語の優位性ゆえに、これらのプロパ
ガンダは現代に至るまで我々の常識を侵食し
ている。ところが、非文字史料や多言語で書
かれた同時代の文献をつなぎあわせ、遊牧帝
国の歴史を回復する試みが進行しつつある。
本書はその一冊である。いわく、漢は匈奴の
属国であり、「中華王朝」の半数は遊牧帝国
の支部に過ぎない。こうした事実が多数の史
料を交え、分かりやすく説得的に突きつけら
れる。真の学問は、常識を突き崩すものであ
り、それゆえに面白い。一般書ゆえに粗削り
な面もあるが、この本には学問の面白さが詰
まっている。大学に遊ぶ諸兄諸姉の一読を乞
う次第である。

深草図書館
文庫・新書コーナー
081/ヘイホ /147
19610017804

深草図書館
本館開架
141.5/タテフ
資料番号　11205060332

深草図書館
文庫・新書コーナー
081/エヌエ /1183
資料番号　11100032403

大宮図書館
2F開架図書
081/NHK/1183
資料番号　21105013482

瀬田図書館
本館 B1開架
615.02/サノフ
資料番号　31100043811

深草図書館
本館開架
204/スマユ
資料番号　19700093978

瀬田図書館
本館 B1開架
204/スマユ
資料番号　39800046658

文学部教授

中川 修

経営学部准教授

濱田 崇嘉

経済学部講師

安田 圭史

法学部准教授

栗田 昌裕

学生に薦めたい この一冊
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『 ファインマンさんベストエッセイ』
R.P.ファインマン［著］　大貫昌子・江沢洋［訳］

　岩波書店　2001年
　新入生のみなさんは、昨年、京都大学の山中伸弥教
授がノーベル生理学・医学賞を受賞されたことをよく
ご存知と思います。この本の著者であるリチャード・
ファインマンは、昭和 40年（1965年）に朝永振一郎
とジュリアン・シュウィンガーとともに量子電磁力学
の研究でノーベル物理学賞を受賞した人であり、経路
積分やファインマンダイアグラムなどの独創的概念の
考案により現代の理論物理学や数学に大きな影響を与
えた物理学者です。自由奔放でユーモラスな天才とし
て、また、ファインマン物理学シリーズなどの斬新な
テキストの著者としても有名です。本書は、そのファ
インマンのエッセイ集です。ひとつひとつは短いエッ
セイなので、気楽に読むことができると思います。「科
学的精神は、すべてが不確かであると認める心の姿勢
であり、知性の謙虚さである。」などの科学に対する
考えや、宗教や政治、教育などについての考えも述べ
られていて興味深いです。

『里山学のすすめ：「文化としての自然」再生にむけて』
丸山徳次、宮浦富保［編］　昭和堂　2007年

　「龍谷の森」をご存じだろうか。龍谷大学瀬田学舎には深草学舎の 5倍ほど
の面積の森がある。この森は、50年ほど前まで薪や柴などの燃料を採取する
里山だった。
　里山とは、都市と原生林との中間にある、人の手の入った身近な自然である。
家に例えると、中でも外でもない縁側のような空間である。縁側では、外か
らふらっと人が来て茶でも飲みながら話し込むことがある。内外のあいまい
さゆえに人をつなぐ。「龍谷の森」もしかり。学生・市民・行政・研究者を里
山がつなぐ。
　本書では、「龍谷の森」を核とした現代の里山を巡る万華鏡的世界を見るこ
とができる。生物多様性の保全・林業農業・農村部での獣害・持続可能な社
会のモデル・都市開発・市民と行政との協働など、すべて里山に関わる問題
群である。つまり里山とは現代社会の縮図でもある。本書の内容の一部は講
義「里山学」でも紹介している。また実習を通じて実際に里山保全活動に関
わることができる。人が自然と共に暮らす縁側的里山利用について、一緒に
考えてみませんか。

『 プロパガンダ教本：
こんなにチョろい大衆の騙し方』

エドワード・バーネイズ［著］
中田 安彦［訳・解説］　成甲書房　2007年

　“世の中の一
マ 　 ス

般大衆が、どのような習慣を持ち、ど
のような意見を持つべきかといった事柄を、相手にそ
れと意識させずに知性的にコントロールすること――
は、民主主義を前提にする社会において非常に重要で
ある。この仕組みを大衆の目に見えない形でコントロ
ールすることができる人々こそが、現代のアメリカで
「目に見えない統治機構」を構成し、アメリカの真の
支配者として君臨している。” 引用中の「現代のアメ
リカ」というのは 1920年代を指すが、今日のマスメ
ディアの情報統制を理解するためにも貴重な資料であ
る。作者は「広報・宣伝（Public Relation）の父」と
呼ばれたエドワード・バーネイズ（1891～ 1995）で、
戦争宣伝から商品の売り込みまで、大衆の合意形成に
関わった人物である。悪くいうと、この本は「合意捏
造の実用マニュアル」で、消費者であり市民である学
生に推薦したい。

『いのちの森の台所』

佐藤初女［著］　集英社　2010年
　高齢社会の日本で著者も 90歳を超えている。青森
県の岩木山麓で、「森のイスキア」という宿舎を経営
して 20年経つが、今なおその台所に立つ。ここには
悩みのある人、心を病んだ人、疲れた人が次々に集ま
ってくるという。彼女はおむすびを握り、手作りの漬
け物や新鮮な野菜を調理して振る舞う。そして彼らが
自分で立ち上がるまで、寄り添い見守る。
　彼女の主張は「食物をいただくこと」の尊さである。
人は食べることで、自分の内なる力をもって快復して
いくのであり、「心の詰まっている人は食べられない」
と彼女は言う。この本を読むと、食べることが人間に
とって基本であり、何よりも重要であることを今さら
ながら悟る。
　ところで彼女の本はどれも、日本人が昔から大事に
してきた当たり前のことを平易に述べている。それは
高齢社会において、高齢者の知恵に耳を傾けることが
いかに欠落しているかを気づかせてくれる。
　身体の中から元気になりたい人は是非一読を。

『つゆのひぬま』

山本周五郎［著］　新潮社　1972年
　江戸の低級売春宿で 20歳のおぶん

4 4 4

が働いている。
その兄は、足に障碍があり版木職人になるが才能はな
い。屋根職人の父が、脳出血で半身不随になる。おぶ
んの兄は父を殺し自殺する。ある晩、おぶんの所へ
26歳の良助が客として来る。良助の 4歳のとき漁師
の父が沖で死ぬ。再婚した母は、貧乏に疲れ良助を捨
てて家出する。5歳で義父に追い出され犬と寝ていた
良助は貧しい老人に拾らわれる。その老人も良助を多
額の金で酒屋に売り渡す。奉公先でも良助は騙され利
用される。おぶんの所に来たとき、良助は境遇を憎み
強盗しようとして刃物を隠し持っていた。自分を怖く
ないのかと良助がおぶんに問うと、「人がやぶれかぶ
れになるのも、自分の罪じゃなくってほかにどうしよ
うもないからだってことを知っているわ。だから、そ
うね、－そんな人に逢うと怖いっていうより泣きたい
ような気持になってしまうわ。」とおぶんは応える。
福祉に携わる者の基本にしたい姿勢である。

瀬田図書館
本館 2F開架
404/フリフ
資料番号　30100062163

深草図書館
龍谷出版物
519.8/サトヤ -F/1
資料番号　10700013628

大宮図書館
1F閉架禁帯
000.1/535/1
資料番号　20700028025

瀬田図書館
本館 2F開架
519.8/サトヤ /1
資料番号　30700020633

瀬田図書館
本館 1F開架
391.46/ハエフ
資料番号　30805002177

瀬田図書館
本館 B1開架
914.6/サハイ
資料番号　31205049148

深草図書館
文庫・新書コーナー
F/18
資料番号　19340016068

理工学部教授

木村 昌弘

政策学部講師

谷垣岳人

国際文化学部教授

カルドネル・シルヴァン

社会学部教授

西川 淑子

短期大学部教授

加藤 博史
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Teachingから Learningへ。新しい「場」としての大学図書館
～「グループ学習エリア開設記念事業」を中心に～

　現代の大学図書館には、伝統的な役割に加えて、学習支援機能が強く求められるようになってきたと言われています。
ラーニングコモンズはその代表例であり、わが国における導入事例も数が増えてきました。そのような時代の趨勢を踏ま
えて、深草図書館では 2012年 4月から「グループ学習エリア」を開設し、新しい図書館機能の充実に努めてきました。
　本特集では、2012年度に実施した「グループ学習エリア開設記念事業」を中心に振り返ることにより、大学生活と図
書館の新しいあり方を、皆さんとともに考える契機としたいと思います。

「私のお薦め本コンテスト―My Favorite Book―」を実施して
 選考委員会委員長　
 　前図書館長　小島　勝（文学部 教授）

　この度、本学図書館としましては、はじめて「私のお薦め本コンテスト―My Favorite 

Book―」を実施しました。学部と短期大学部の学生の皆さんに、本学の図書館に所蔵して
いる、お気に入りの本を推薦していただくコンテストですが、全学部より 117件もの多数
の応募をいただきありがとうございました。大賞 1篇、優秀賞 4篇の選考に、本学文学部
日本語日本文学科の大取一馬教授、杉村繁一・本学図書館事務部長と私とであたりました
が、数の多さに事務部の皆さんともども、“嬉しい悲鳴” をあげることとなりました。応募
数の多さに鑑みて、「佳作」を 7篇加えましたが、表彰された皆さん、誠におめでとうご
ざいます。また、お忙しい中をご協力いただきました、大取先生に深謝します。
　寄せられました推薦文を読んでいまして、実に幅広く多くの本が愛読されていることを
実感しました。800字～ 1200字と字数も限られていましたので、メリハリをつけて本の
魅力を伝えることはむずかしかったと思いますが、推薦本をより深く読み込むことができ、
その魅力を自分自身で再確認できたのではないかと思います。情報化社会の進展の中でも、
本の中のことば・文字を時間をかけて味読することは、日常生活での勇気と励ましを与え
てくれる「心の糧」を得ることにつながります。
　このコンテストを機縁として、学生の皆さんの読書生活がより充実するとともに、本学
の図書館がよりいっそう親しまれることを念願しています。

学部名 応募総数
文学部 52

経済学部 15

経営学部 15

法学部 8

理工学部 1

社会学部 10

国際文化学部 8

政策学部 7

短期大学部 1

計 117

氏　名 学　部 学　科 専　攻 学年 書　名 著　者 出版社
大　賞 永末　晃規 政策 政策 2 『蛍川；泥の河』 宮本　　輝 新潮社

優秀賞 佐野　壽子 文 史 仏教史学 3 『廃墟チェルノブイリ』 中筋　　純
［写真・文］ 二見書房

優秀賞 井上　彩音 文 英語英米文 2 『英語達人列伝：あっぱれ、日本人の英語』 斎藤　兆史 中央公論新社
優秀賞 辻本　修司 経営 経営 3 『三酔人経綸問答』 中江　兆民 岩波書店
優秀賞 財間　淳也 政策 政策 1 『土光敏夫の哲学：己を律し、信念を貫け』 土光　敏夫 PHP研究所
佳　作 長井　麻奈 文 日本語日本文 3 『夜は短し歩けよ乙女』 森見登美彦 角川書店
佳　作 児島　朱音 文 史 東洋史学 2 『22歳、季節がひとつ過ぎてゆく』 唯川　　恵 新潮社
佳　作 宮永　奈苗 文 歴史 東洋史学 1 『知的生活の方法』 渡部　昇一 講談社

佳　作 花田　里佳 文 日本語日本文 1
『 僕たちは世界を変えることができない。：

But, we wanna build a school in Cambodia』 葉田　甲太 小学館

佳　作 清水　理香 経済 現代経済 2 『裏庭』 梨木　香歩 新潮社
佳　作 川橋　弘子 社会 臨床福祉 2 『サザエさんをさがして』 朝日新聞 be編集部編 朝日新聞社
佳　作 下江　健人 国際文化 国際文化 4 『読んでいない本について堂々と語る方法』 ピエール ･バイヤール 筑摩書房

「私のお薦め本コンテスト」　受賞者　一覧

　大宮図書館ではじめての学生選書を行いました。
　大宮図書館は、大宮キャンパスが文学部の 3・4回生及び大学院生を中心とし
たキャンパスであることもあり、これまで学生選書は行われていませんでした。
この度、もっと大宮図書館を利用して頂きたいということから、学生の皆さん
に直接書店で本を選んでいただきました。
　学生選書は、11月 6日に大阪のMARUZEN＆ジュンク堂書店で行われ、選書さ
れた図書は、合計 131点に及び、図書館 2Fの参考図書コーナーの一角に、「学生
選書コーナー」として配架しています。今話題の図書なども選書されていますので、
大宮図書館の図書はちょっと難しいかな？と思われている方も気軽に利用して下さい。

大宮図書館

特集
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館長懇話会
　図書館長と中央執行委員
会の役員（7名）との懇話
会を実施しました。当日は、図書の貸出
冊数・期間、蔵書、選書、閉架書庫につ
いての疑問や要望など図書館利用につい
て、また 2012年度新設されたグループ
学習エリアへの期待・要望、さらには図
書館における利用者サービスの周知度と

今後期待するサービスについて等、日頃感じている図書館への思いを、図書
館長を囲んで率直に語ってもらう意見交換の場となりました。
　本学図書館においては初めての試みでしたが、終始和やかにまた活発な意
見交換ができ、今後の図書館運営やサービスの見直しに大いに利活用できる
懇話会となりました。

〈日  時〉2012年 11月 13日　12:15～ 13:10

〈場  所〉深草学舎　学生部　会議室

出版・編集関係者による図書館講演会、ワークショップ
　日頃、私たちは読書を無意識のうちに行っていますが、読書を一つの行為と捉え、その行為を
主体的に行うための様々な仕掛けを学ぶワークショップを実施しました。読書を「仕掛ける側」（著

者、編集者、コピーライター等）の様々な手法（新聞広告、車内広告等）について、パワーポイント等で具体
的に紹介がなされ、さらに講師が直接携わった松丸本舗
における実践紹介がなされました。実際の書店経営に関
心のある学生も含め、出版・編集関係の仕事に就きたい
学生にとっては、プロフェッショナルの理論と実践に接
するまたとない機会となったと思われます。最後は、参
加者それぞれがグループ学習エリアの新書本を手に取っ
ての「目次読書法」（松丸本舗で実施されてきた多読法）
のワークショップも行われました。

〈演  題〉「  読む人をつくる仕事－『読む行為』を仕掛ける側からみた世界」
〈講  師〉  櫛田　理　氏（編集工学研究所　主任研究員、チーフプロデューサー）
〈日  時〉2012年 12月 10日　16:00～ 17:30

〈場  所〉深草図書館　グループ学習エリア

文章力アップセミナー
　「私のお薦め本コンテ
スト」への応募も前提と
した感想文・作文の作法
等を学ぶ講座を実施しま
した。当日は、これらの
講座に実績のある外部
講師により、①文章の構
成の仕方、②伝わりやす

い文章の書き方、③文章の読み方について丁寧な解説と実
習が行われました。文章作成、表現、読解はキャリア活動に
も必須のことであり、参加学生からも好評を頂きました。 

〈日  時〉  2012年 11月 6日、27日　いずれも
12:30～ 13:10

〈場  所〉深草図書館　グループ学習エリア

学生スタッフによる広報誌
『Libれぽ』
　学生目線を基本にした広

報誌を 12月に発行しました。編集素材
の選定や記事の作成は学生スタッフの手
によるものであり、制作サイズも既存の
広報誌『来・ぶらり』よりハンディなも
のとし、親しみやすい・手軽な図書館
広報を目指しました。今回は学生アル
バイトによる仕事紹介が中心となりま
したので、次年度以降は図書館や読書
に関心のある学生層にも参加を呼びか
け、より広がりを持った紙面構成を展開できればと
思います。

学友会　
海外交流委員会による
資料展示
海外交流委員会の自主的な申し出に
より、異文化体験プログラムにちな
んで、インドに関する書籍や資料（イ
ンドの民族衣装、雑貨等）の展示が行われました。深草図
書館内での学生主催の展示は、おそらく初めてのケースで
あり、学生によるグループ学習エリアの活用事例としてユ
ニークな先例となりました。

〈テーマ〉「異文化体験プログラム～華麗なるインド 2012～」
〈期  日〉2012年 11月 19日～ 11月 30日
〈場  所〉深草図書館　グループ学習エリア　展観コーナー

1

5

2

3

4

　ライティングセンターの瀬田図書館出張開講！
　瀬田図書館では、学生の皆さんの自主的な学習を支援する活動の一環とし
て、ライティングセンタースタッフの協力によるライティング指導を開催し
ています。「必要な資料をすぐに探すことが出来る」という図書館のメリッ
トを生かしながら、レポートの書き方やゼミ発表の方法について学ぶことが
できるため、利用した学生の皆さんには非常に好評です。レポート試験や卒
業論文でお悩みの方はもちろん、新入生の皆さんは、ゼミ発表やレジュメ作
成など初めての体験で戸惑うことがたくさんあると思います。そんな時は、
是非図書館に来て、レクチャーを受けてみてください。

瀬田図書館

グループ学習エリアを中心に様々な図書館の活動を行いました！

11

れぽ！
深草図書館が新しくなります！
図書館アルバイトに訊いてみよう！
アルバイトってどんなことしてるの？深草図書館の面白い本！
教えて！図書館

　深草学舎では、この秋から新 1号館の工事が始まりました。また、深草図書館が新 1号館の中に新たに移転することになっているようです。新 1号館の完成予想模型が紫英館のロビーに置かれていますが、建物の南半分が新深草図書館になるようです。建物の中身はまだわかりませんが、今まで以上に、使いやすくて快適な図書館になってくれることを期待しています。

した。
とに
館の館

館書書館
今ま
こ

深
草
図
書
館
が
新
し
く
な
り
ま
す
！

り
ま
す

（Ryukoku Lib
rary

れぽーと！）

図
新 1号館は新 1号館は
2015年度から2015年度から
使用開始使用開始
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　オランダの医学書『ターヘル・アナトミア』を、杉田玄白、
前野良沢らが翻訳した『解体新書』は、中学、高校の歴史の
授業などでも取り上げられ、ご存知の方が多い資料だと思い
ます。大宮図書館には、西本願寺の歴代宗主の蔵書である写
字台文庫があり、その中に『解体新書』の初版本が納められ
ています。
　『解体新書』は 1冊の付図と 4冊の本文から成り、付図に
は精密な解剖図が描かれています。特に有名なのは、裸体の
男女が左右に立ち、上方に王冠と紋章を付した盾がある扉絵
です。教科書の写真資料などでご覧になられたのではないで
しょうか。実は、この扉絵は『解体新書』の原書である『タ
ーヘル・アナトミア』の扉絵とは、まったく異なるものなの
です。

　『解体新書』の付図を描いた人は、日本初期の洋画史に名
前を残す、秋田藩角館の小野田直武（1749～ 1780）です。
彼の洋画の師は平賀源内で、源内と玄白が親しい仲であった
ことが、直武が『解体新書』の付図を描くことになった理由
の一つだとされています。
　直武が描いた扉絵は、いったい何だったのかということが
疑問になりますが、現在では、スペインの解剖学者ワルエル
ダが著した解剖書の扉絵と構図がほぼ一致していることが指
摘されています。異なっている点として、男の左手の置き方
や上部の中央にある盾の紋章などが挙げられています。
　恐らく、直武は、『解体新書』の扉絵を描くにあたり、ワ
ルエルダが著した解剖書の扉絵を参考にしながら、その他の
資料も参考にして、扉絵を完成させたといわれています。
　直武は医師ではありませんが、日本医学の歴史に大きな影
響を与えることになるはずである『解体新書』の刊行にあた
り、原著の『ターヘル・アナトミア』の付図を写すばかりで
はなく、独自に扉絵を描くことで、自身の『解体新書』への
熱意を示そうとしたのかもしれません。

参考文献  『解体新書：全現代語訳』杉田玄白〔ほか訳著〕；酒井シヅ〔現代語訳〕
1998年　講談社（講談社 学術文庫）

 深草図書館　文庫・新書コーナー　081/コウタ /1341  19810026605

 大宮図書館　2F開架図書　081/KOU/1341   2050531447

　このコーナーの最初に書いたように、図書館は、様々な分野の貴重な資料を所蔵していま
す。今回取り上げた資料を見て、少しでも図書館の資料に興味を持ってもらえれば、とても
嬉しいです。中には、もっとたくさんの貴重な資料を見てみたいという方もおられるかもし
れません。
　大宮図書館では、毎年 1回～ 2回、本館にある展示室で展観を行っています。毎年テー
マを変えて様々な分野の展観を行っています。普段は閲覧できない貴重資料をはじめ、約
50～ 60点の資料を展示しています。
　2012年度は、「近世日本の辺境事情」というタイトルで、江戸時代後期を中心に、当時の
辺境とされていた蝦夷地や樺太、八丈島、琉球などの地理書や、諸外国に対する海防を説い
た『海国兵談』などの資料が展示されました。来観された方々からは「当時の人々の外国・
異域への興味に触れる事が出来た。」といった感想を頂き、盛況のうちに展観を終えること
ができました。

貴重資料あれ
これ

図書館には、様々な分野の貴重な資料が所
蔵されていますが、あまり知られていない
資料や、皆さんがご存知の資料でも知られ
ていないことがあります。
このコーナーでは、そんな貴重資料につい
てのあれこれを紹介したいと思います。今
回取り上げるのは、大宮図書館に所蔵され
ている『解体新書』と深草図書館に所蔵さ
れている長尾文庫資料です。

図書館事務部　大木　彰

意外と知らない !?  『解体新書』

2012年度展観の紹介

『解体新書』
大宮図書館　写字台文庫　690.9/356-W/1～ 5
【龍谷大学電子図書館貴重書画像データベースに掲載】
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　深草図書館には、日本のいろいろな企業の歴史資料を収集
した社史コレクションである長尾文庫があり、多数の資料が
所蔵されています。資料には、各企業の社史をはじめとする
様々な資料が有り、明治・大正時代の企業の建物を一枚刷り
にしたユニークな資料も有ります。
　ここで取り上げた一枚刷りは「東京海運橋兜町為替座五階
造之図」と名付けられていて、現在の三井住友銀行の前身の
ひとつである三井組が、独自に商業銀行を立ち上げるべく建
築した建物です。
 

資料： 「東京海運橋兜町為替座五階造之図」　二代目歌川国輝画　多色摺
深草図書館　長尾文庫　4024

　建物の構想は、江戸時代から明治時代に移り変わって間も
ない明治 3年（1870）に遡り、設計・建築は、現在の清水
建設の基礎を築いた一人である、二代目清水喜助（1815～
1881）が手掛けました。
　建物は、絵を見ても分かるように、木骨石張り五階建ての

和洋折衷建築で、明治 5年（1872）に東京兜町にあった海
運橋の近くに完成しました。建物は、当時の東京における最
も優れた商業施設として利用され、一般には「三井組ハウス」
の名前で呼ばれ、東京の新たな名所とされました。
　洋風様式の建物を建築することは、当時、企業の繁栄と近
代日本を築く象徴と考えられました。三井組は、建物を本社
として利用しましたが、後に第一国立銀行（第一銀行→第一
勧業銀行→みずほ銀行）に譲渡されました。現在では、建物
は取り壊され、みずほ銀行兜町支店の外壁に「わが国銀行発
祥の地」という銘板がはめ込まれているだけになっています。
　ちなみに、「三井組ハウス」に代表される和洋折衷建築は、
龍谷大学とも深い関わりを持っています。重要文化財に指定
されている大宮キャンパスの本館は、「三井組ハウス」より
後の明治 12年（1877）に建築され、設計者は不明ですが、
同じく木骨石張りの構造で、二階建ての和洋折衷建築として、
建築されました。
　京都でも、和洋折衷建築の本館は、当時の建築の最先端を
行く建造物として、明治天皇が行幸の折、御休息所として立
ち寄られました。現在でも大宮キャンパスには、明治天皇が
御休息所として立ち寄られたことを記す標柱石が、正門前に
建てられています。

参考文献 『三井銀行五十年史』　1926年　三井銀行
 深草図書館　長尾文庫　H-3-A/ミツミ　19241622666

  『三井銀行 100年のあゆみ』　日本経営史研究所編集・製作　
1976年　三井銀行　深草図書館　長尾文庫　H-3-A/ニホミ　19241621984

  「東証：兜町の史跡」　
http://www.tse.or.jp/about/history/kabuto/site.html

近世日本の辺境事情

明治時代の建物～「三井組ハウス」～

「大宮キャンパス本館」

『三国通覧図説』大宮図書館　龍谷蔵　022/769/1～ 6

『（戌午）知床日誌』大宮図書館　写字台文庫
491.7/32-W【龍谷大学電子図書館貴重書画像デ
ータベースに掲載】　

『蝦夷闔境輿地全図』大宮図書館　写字台文庫　491.7/21-W

「明治天皇御小休所本願寺旧大教校 標柱石」
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　JASPULの国際図書館協力シンポジウムが本学で開催されました！
　私立大学図書館協会の 2012年度国際図書館協力シンポジウムが、2012年 11月 9日
（金）に本学のアバンティ響都ホールで開催されました。この催しは 2年に一度開催さ
れる全国的な行事であり、当日は大学図書館関係者など約 80名の参加がありました。
　シンポジウムのテーマは「大学図書館における学習支援を考える」であり、ラーニン
グコモンズに代表される米国大学図書館の学習支援の実態について招聘報告者 2名の貴
重な講演がなされました。また、その後のパネルディスカッションには私立大学図書館
協会の 2011年度海外集合研修参加者（本学図書館の村上孝弘を含む）も加わり、日米

の大学図書館の学習支援の今後について、様々な意見交換が展開されました。
　講師の Ms. Sarah Hutton（マサチューセッツ州立大学図書館）と Mr. Anthony 

Helm（ダートマス大学図書館）のお二方には、この機会を利用して前日の 11月 8

日には、本学図書館においても部内研修で報告をいただき、有意義な交流を計るこ
とができました。
　以下に今回の来日を経たお二方からのメッセージを紹介します。なお、文中の
JASPULとは Japan ASsociation of Private University Llibrariesの略称で、日本私立
大学図書館協会のことです。

Making International Connections for Student 
Learning Support in the Academe

Sarah Hutton
(Head, Undergraduate Teaching and 
Learning Services／
University of Massachusetts Amherst)

In November 2012, I was 

honored by the invitation to come and speak at the JASPUL 

Annual Symposium in Kyoto.  I was able to participate in a 

very useful discussion with Librarians from other American 

and Japanese academic libraries, including Librarians from 

Ryukoku University.  The knowledge that I gained from 

speaking with Japanese academic Librarians is so valuable, 

and I was excited to share what I had learned with my 

colleagues in the United States after I returned. 

　In addition to presenting at the symposium, I also 

had the opportunity to speak with Ryukoku University 

Faculty, and was very interested to learn more about 

Japanese higher education.  I was taken around the 

Ryukoku campuses and was impressed with the beautiful 

architecture and landscape.  I also had the honor of being 

taken through the Nishi-Honganji Temple and was amazed 

by its beauty and historical legacy. 

　I am so thankful to have had the opportunity to visit, 

and am so grateful for my gracious hosts at Ryukoku 

University.  Having traveled to many places around the world, I 

know that Kyoto is one of the most beautiful cities I have ever 

visited.  I hope I have the good fortune of returning one day.

Ryukoku Reflections

Anthony Helm
(Head of Digital Media and Library 
Technologies ／
Dartmouth College)

Although I have lived in 

Japan for many years, I am still new to the world of libraries, 

so I am thankful for the opportunity to visit Kyoto last 

November to speak at the JASPUL International Symposium. 

Not only could I learn more about library challenges and 

opportunities in Japan, but I was also able to visit the stylish 

Fukakusa campus and the beautifully renovated Omiya 

Library of Ryukoku University for the first time.

Research and scholarship help us to understand the 

past, make sense of the present, and lead us in new 

directions for the future. As library staff, it is our mission to 

protect, preserve, provide access to, and encourage such 

research and scholarship. I was moved to see the 

treasures maintained in the Omiya Library for generations 

to come. Likewise, I was very glad to see the Learning 

Commons created at Fukakusa Library to encourage 

collaborative learning with easy access to library materials.

I left Kyoto with a sense of shared purpose. We are 

challenged to adapt to changing resources (from books to 

bytes) and new ways to study, but we are all working to 

expand the minds of our student-scholars, to help them 

become “You, unlimited.”

！
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